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特許とは？

Wikipedia:
特許は、有用な発明をなした発明者またはその承継人に対し、

その発明の公開の代償として、一定期間、その発明を独占的に
使用しうる権利（特許権）を国が付与するものである。

（公開代償説）

特許法の目的 （特許法第1条） :
特許権によって発明の保護と利用を図ることにより、
発明を奨励し、また産業の発達に寄与することを

目的とする。 2



今日のお話： （産業利用というよりは）
研究ツールとしての特許活用

・研究成果の先陣争いにおけるPriority 確保手段としての特許

・学術論文での特許引用の傾向： 分野ごとの比較

・学術論文DB と 公開特許DBのサイズの比較

・競争激しい分野での、出願公開アラートサービスの活用

もくじ
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田中耕一先生のノーベル賞の事例
2002年 ノーベル化学賞受賞

対象となった研究： レーザイオン化質量分析技術
（レーザによりイオン化したバイオ巨大分子の質量分析法）
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レーザイオン化質量分析に関わる先陣争い

RECEIVED for review April 19, 1985.
Accepted July 19, 1985.
Publication Date : December 1985

Karas, Hillenkamp グループ 田中耕一 グループ

出願日： 1985年 ８月２１日

特許の出願日（優先日）は、ノーベル賞選考での先陣の証となりうる

論文はreject され遅れるリスクあるが、特許出願日は国が保証
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遺伝子編集の先陣争いでの例

遺伝子編集 CRISPER/Cas 技術：
１９９３～ 細菌がウィルス感染から防御する為の「免疫」機構の基礎研究

２０１２～２０１３ ゲノム編集技術としての利用方法の発見・発明 （特許、論文）

特許申請 論文 on-line publish

Univ．California 2012年６月１５日 2012年６月２８日

MIT,   Harvard 2012年12月12日 2013年1月3日

特許出願と論文化を同期させた先陣争い：

２つのグループが、熾烈な特許争い展開中 （およびノーベル賞争い？）
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・研究成果の先陣争いにおけるPriority 確保手段としての特許

・学術論文での特許引用の傾向： 分野ごとの比較

・学術論文DB と 公開特許DBのサイズの比較

・競争激しい分野での、出願公開アラートサービスの活用

もくじ
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学術論文での特許引用の傾向：

特許を引用している論文の割合：
1.7% of all publications indexed in the Science Citation Index database
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学術論文での特許引用の傾向：分野間の比較（2003）
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分野によっては、特許は重要な引用ソースとなりうる
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学術論文での特許引用例
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学術論文での特許引用例
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・研究成果の先陣争いにおけるPriority 確保手段としての特許

・学術論文での特許引用の傾向： 分野ごとの比較

・学術論文DB と 公開特許DBのサイズの比較

・競争激しい分野での、出願公開アラートサービスの活用

もくじ
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学術論文DB と 公開特許DBのサイズの比較

情報量として、学術論文と特許DBは、ほぼ同規模

Google Scholar:   160 million records

Espacenet （特許DB):   90 million patents

先行研究の調査時には、学術論文とともに、特許DBも検索・調査すると効果的
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How big is Google scholar ?

The final summation gives an overall of 169.5 million articles （２０１４年）
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特許DBの例： ESPACENET （各国特許検索可能）
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国ごとの出願数（２０１４年）

Patent applications for the top 10 offices, 2014

Total 2,410,872
1 China 928,177

2 United States 578,802

3 Japan 325,989

4 South Korea 210,292

5
European Patent 
Office

152,662

6 Germany 65,965

7 India 42,854

8 Russia 40,308

9 Canada 35,481

10 Brazil 30,342
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中、米、日、韓、欧の出願数の推移

中国

日本

米国

欧州

韓国
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・研究成果の先陣争いにおけるPriority 確保手段としての特許

・学術論文での特許引用の傾向： 分野ごとの比較

・学術論文DB と 公開特許DBのサイズの比較

・競争激しい分野での、出願公開アラートサービスの活用

もくじ
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研究実施中の特許制度の活用：
出願公開アラートサービスの活用

新たに公開される出願の中から、
特定のキーワード（論理式）で
指定した出願情報を、
リアルタイムでメール通知

（USPTOの例）
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まとめ

・論文化に際しては、同期して特許出願すると、優先日確保の上で、有利
（論文はreject され遅れるリスクあるが、特許出願日は国が保証）

・学術論文DBと特許DBは、ほぼ同規模。
先行研究の調査時には、学術論文とともに、特許DBも検索・調査すると効果的

・競争の激しい分野では、出願公開アラートサービスを活用すると、迅速に、
競合相手の特許出願情報を得ることができる
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